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踏まえて新潟県内で実践した 2 校の実践について述べる． 
 
4．教科等における実践 















図 2 フローチャートを使った活動（算数） 
 



























































具体物を使った 5 マス×5 マス
のプログラミングを使用した
ゲーム 











• 平成 28 年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果[7]において，普通
教室での無線 LAN の整備状況が全国平均で 29.6%，教育用コンピュータ 1 台あたり
の児童生徒数が 5.9 人という整備状況を考慮して，あえて生徒 1 人に対して 1 台のコ
ンピュータを使用せず，教師のみが活用している． 
• 児童が一人 1 台の環境とせずに，ホワイトボード等を使いグループによる話合いを中
心にした，主体的・対話的で深い学びの実現につながる取組である． 
• 上記のようなプログラミングを取り入れたことで，児童の気づきや考えを共有し，
「内角と外角の関係」や「外角×角の数＝360 度」といった考えが生まれた（図 3）． 
表 5 算数「正多角形と円」の指導計画 
時 指導内容（右欄は利用言語） 






















































































































































































































































[1] 例 え ば ， 品 川 区 立 京 陽 小 学 校 の 取 り 組 み ：
http://school.cts.ne.jp/912keiyo/kounaikenkyu/kenkyu.html 
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における実践～”，日本産業技術教育学会 第 33 回情報分科会講演論文集，Vol.33，
pp.59 – 62，2018 年 3 月 
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年度新潟県立教育センター主催の拓け未来の新潟 第 11 回教育フォーラム ICT の活用
推進分科会，平成 30 年度から新規に実施される新潟県立教育センターの研修プログラム





大学の授業への研究成果の還元は，平成 30 年度に実施する学部 1 年生の必修科目で
ある「プログラミング教育基礎演習」および「教育情報科学概論」において研究成果を取
り込む予定である．その他，技術の情報関連科目においては，校種間連携を視野に入れた
取組として，小学校でのプログラミング教育の目的と実践を考慮した中学校技術・家庭科
技術分野の授業案などについて演習等を組み込むことを計画している． 
その他，地域貢献等で行う，一般社会人向けのプログラミング教育指導者育成事業
（平成 30 年度は上越，東京，愛知，大阪，愛媛において実施予定）およびメンター育成
事業（糸魚川市で実施予定）で行う研修プログラムにおいて，研究成果に基づく実践的な
演習活動を行う事としている． 
